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農業を始めて7年目の34歳。
槇島地区で約80aを経営し、野菜を栽培されています。
趣味は「動画を観ること」と話す佳貴さん。「喜びを運ぶ農業」
の実現を目指して、野菜づくりに向き合っておられます。

古島佳貴君は、JA京都やましろ宇治青年部で一緒
に活動しているメンバーです。
今回は、収穫中のナスの畑と生育中のエビイモの畑

を見せていただきました。ナスの栽培方法はこだわり
のV字６本仕立てで、畝間には水が入っていました。枝
の整理や摘果が綺麗にされていてとても丁寧に栽培さ
れてる印象でした。ナスは秋頃まで収穫が続くみたい
で、収穫量が多いときは１日1500個も採れるそうで
す。これからは台風が心配で台風次第では早く終わる
こともあるらしいです。

今回取材しての感想

Focusフ ォ ー カ ス

＿ 1 ＿ ＿ 4 ＿ 

Q1. 農業を始めたきっかけは？
働いていた会社の経営が傾いて退職したときに、父

親が農業を始めだしていて、面白そうだと軽い気持ち
で始めました。
 
Q2. 営農状況について
夏場はナス10ａ、万願寺とうがらし6ａ。冬場はブ

ロッコリー20ａ、ホウレンソウ10ａ、エビイモ16ａを栽
培しています。主に自分と父が従事しており、忙しいと
きはパートさんも含めて家族全員で収穫しています。
 
Q3. 農業の魅力ややりがいは？
自分が栽培した野菜で、秀品が大量に取れたときや、

食べてくれた人に「おいしかった」「ありがとう」など感
謝の言葉をもらえたときです。 

Q4. 農業経営のこだわりは？
出来るだけ低コストで良い野菜を栽培することです。

Q5. 苦労していることや嬉しかったことは？
全く知識ゼロの状態から農業を始めたので、最初か

ら失敗の連続で本当に苦労しました。ですが、周りの農
家さん達やJAさんなどの協力によってだんだんと良い
野菜を収穫できるようになってきました。ただ、まだま
だ効率など考えなくてはならない事がたくさんあるの
で、日々考え、勉強しています。
嬉しかったことは、野菜の栽培や経営のことを周り

の農家さんに相談したら、自分のことのように助けて
いただけることです。頭が上がらないくらい感謝してい
ます。

Q6. 将来の夢は？
自分の経営理念「喜びを運ぶ農業」を実現させるた

め、日々努力しています。

槇島

Pickup!Pickup!
稲刈りシーズン稲刈りシーズン

　だんだんと木の葉が色づいていく秋の季節、「稲刈月」とも呼ばれる9月の
下旬頃から、宇治市内では水稲の収穫時期を迎えます。
　令和4年9月から10月にかけて、広報部会から小島委員と山﨑委員が、
稲刈りをされる農家さんを取材しました。

槇島地区

　9月30日、稲刈り真っ只中の川北さんの農
地を訪ねました。心配されていた台風の被害
もなく、とても丁寧に管理された稲は株張りが
よく、穂長も長く育っていました。後日籾摺り
をされたところ、この水田では前年より収量
が増えたそうです。
　収穫された水稲は3分の1ずつ、農協への出
荷、自家販売、自家用に分けられます。栽培品
種は4.7haがヒノヒカリ、残り0.8haはモチ米
とのことです。

現在は約5.5haの水田を経営

古島 佳貴さん
こ　 じま よし　たか

冬場に向けて、エビイモも栽培されていて、畝間をト
ラクターで耕運し土入れをして、はね上げ機で盛り土
をすると、そこにエビイモが生長すると説明していただ
きました。
将来の展望としては、パートさんでも無理なく収穫

できる品目を増やしていくことや、定植の省力化をは
かるために機械化していくことなどをお聞かせくださ
いました。
お話を聞かせていただく中で、「喜びを運ぶ農業」

の実現に向けて、真面目にコツコツと野菜づくりに向
き合っておられると感じました。

（今村正喜）

川北 晋也 さん（45歳・専業）

 就農されて5年目の川北さん。「今後は、
米作りで更に規模拡大して行きたい。」と
おっしゃられていました。とても頼もしい
青年です。 （小島佳剛）

委員一言コメント委員一言コメント

農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します
概要は折り込みのリーフレットをご覧ください。概要は折り込みのリーフレットをご覧ください。



【広告】

＿ 3 ＿ ＿ 2 ＿ 

農業者年金に入りませんか
農業者年金の加入資格やメリットは折り込みのリーフレットをご覧ください。
※詳しくは農業委員会事務局へ

Pickup!Pickup!
稲刈りシーズン稲刈りシーズン

　今回の取材では、丁寧な作業を拝見さ
せていただきました。昨今米離れが問題
になっていますが、米の需要が増える事
を願っています。 （山﨑省吾）

委員一言コメント委員一言コメント

白川地区

　10月2日、稲刈りをされる小島さんの水田を
訪ねました。お茶農家さんである小島さんに
とって、稲作は稲わらを確保するためのもので
もあります。
　古くからお茶作りでは、毎年4月になると新
芽を晩霜から守り、日光を遮るため、よしずと
稲わらを茶園の上に広げる「本ず方式」による
覆い下栽培を行ってきました。その伝統ある方
式を、今も一部の茶園で続けられています。
　収穫した稲は束にして、「ハサ」と呼ばれる竹
と丸太で組んだ骨組みの上にかけます。「ハ
サ」は、コンバインが普及するまではどこでも
見られた風景ですが、今では貴重な存在となっ
ています。

現在は約150ａの茶園と約25ａの水田を経営
小島 確二 さん（68歳・専業）

巨椋池干拓田

　10月12日、村田さんの稲刈りの様子を取材して
きました。栽培品種は8割が山城推奨米のヒノヒ
カリ、残りの2割はモチ米を作っておられます。
　今年の出来については、台風の影響もなく順調
に育って良い年だとおっしゃられていました。稲が
台風などで倒れると手作業で刈ることになり、作
業が大変なので、以前は10月の終わり頃だった刈
り取り時期を早められているとのことでした。刈
り時は、稲の色と垂れ下がり具合で見極めておら
れるそうです。
　作業の流れは、まずコンバインが入れない四隅
は先に手で刈り取り、そのあと外回りから順番に
刈り進めていき、機械に米が溜まるとトラックに移
していかれます。

現在は約1haで主に水田を経営
村田 昇造 さん（71歳・兼業）

　小島さんは49年の永きに亘り、お茶
とお米の生産を続けて来られました。

（小島佳剛）

委員一言コメント委員一言コメント

【広告】

全国農業新聞
　　毎週金曜日発行　Ｂ３版８～１０ページ
　　月額７００円（送料、消費税込）
　　講読のお申し込みは、農業委員会事務局へ
　　発行所：全国農業会議所

家族・非農家も楽しめる新聞

生育中の様子（9月11日撮影）生育中の様子（9月11日撮影） 2週間ほど天日干しにしてから脱穀します2週間ほど天日干しにしてから脱穀します
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宇治市農業委員及び農地利用最適化推進委員を募集します 
 

 農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に熱意をお持ちの人なら、自薦、他薦を問わず応

募できます。 

 

★農業委員・農地利用最適化推進委員共通 

◆任期（予定）…令和５年７月２０日～令和８年７

月１９日（３年間） 

◆報酬(月額)…３３，５００円 

 ※農業委員の会長、会長職務代理者は別途規定 

 ※旅費額は市条例に定める実費相当額を別途支給 

◆申し込み方法…団体・法人推薦又は３人以上の農

業者個人連名による推薦（他薦）か応募（自薦）

によります。いずれも、所定の様式に必要書類を

添え、各申込先窓口へ持参か郵送にて提出してく

ださい。 

 ※各委員の募集の条件・手続等の詳細は、募集要

項で確認してください。募集要項及び所定の様式

は、ＪＡ京都やましろの中宇治支店・東宇治支

店・西宇治支店にもある他、市ホームページから

印刷もできます。 

◆申し込み期間…令和５年２月１６日（木）～３月

１５日（水）【午後５時までに持参・郵便必着】 

 

◎農業委員 

農業委員会の総会等に出席し、法令に基づく農地

の許認可等に関する審議や、農地等の利用の最適化

の推進に関する事項、その他の農業委員会の所掌に

属する事項について、その職務を担います。 

◆応募資格…農業に関する識見を有し、委員の職務

を適切に行うことができる人 

◆募集人数…１４人 

◆選任方法…市長が委員候補者を選考・決定した

後、市議会の同意を得て、任命します。 

 ※その他、法令等の規定により、選考に当たって

の条件があります。 

 

◆農業委員の問い合わせ・申込先 

〒611-8501 宇治市宇治琵琶33番地 

 農林茶業課(市庁舎６階) 

 電話番号0774-22-3141 市役所代表 

 

◎農地利用最適化推進委員 

農業委員と連携し、担当する区域（下表参照）に

おいて、主に農地等の利用の最適化の推進のための

活動(農地集積を図るための農地の貸し手や借り手

の掘り起こし活動など)を行います。また、農業委

員会の総会等に出席し、農地等の利用の最適化に関

することについて意見を述べることができます。 

◆応募資格…農地等の利用の最適化の推進に熱意と

識見を有し、その推進のための活動を行うことが

できる人 

 ※農業委員と両方に応募できますが、兼務するこ

とはできません。 

◆募集人数…４人（１人１区域を担当） 

◆選任方法…農業委員会が選考し、委嘱します。担

当区域は応募等の結果を基に農業委員会が決定し

ます。 

 ※その他、法令等の規定により、選考に当たって

の条件があります。 

 

 【農地利用最適化推進委員が担当する区域】 

区域 

番号 
区域名 字名 

１ 
笠取・東宇 

治 

炭山、二尾、池尾、東笠取、 

西笠取、木幡、五ケ庄、莵道、

志津川 

２ 槇島 槇島町 

３ 
小倉・伊勢 

田 
小倉町、伊勢田町、安田町 

４ 
広野・大久 

保・中宇治 

広野町、大久保町、宇治、天 

神台、神明、羽拍子町、開町、 

白川 

 

◆農地利用最適化推進委員の問い合わせ・申込先 

 〒611-8501 宇治市宇治琵琶33番地 

  農業委員会事務局(市庁舎８階) 

  電話番号0774-22-3141 市役所代表 

 






